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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文では、効率的で安定したレーザー発振の実現を目的として、レーザー材料として 2,6-ジシ

アノ-1,1-ジフェニル-λ5σ4-ホスフィニン（DCNP）分子を、三重項消光剤として 4,4’-ビス[（N-カ

ルバゾール）スチリル]ビフェニル(BSBCz)を用いることで、三重項励起子の積極的な除去を実現し、

低閾値でのレーザー発振及び CW 発振に成功している。これらの成果は、今後の電流励起レーザー

の研究開発にとって極めて有益であるとともに、有機光エレクトロニクスの発展において価値ある

業績であると認める。 

 

 

 

 

 

 


